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謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は弊社製品につきまして格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 
さてこの度，弊社のセフトリアキソンナトリウム点滴用 1g バッグ「NP」（有効成分：セフトリア

キソンナトリウム水和物）につきまして，用法・用量が改訂になりましたので，お知らせ申し上げま

す。 

今後のご使用に際しましては下記内容をご高覧くださいますようお願い申し上げます。 

敬白 

 
  

記 
新旧対照表（下線部追加箇所） 

改 訂 後 改 訂 前 

【用法・用量】 

○成人 

1.通常、１日 1～2g(力価)を１回又は２回に分け

て静脈内注射又は点滴静注する。 

2.難治性又は重症感染症には症状に応じて１日

量を 4g(力価)まで増量し、2 回に分けて静脈内

注射又は点滴静注する。       

3.淋菌感染症については、下記の通り投与する。

1)咽頭・喉頭炎、尿道炎、子宮頸管炎、直腸炎：

通常、1g(力価)を単回静脈内注射又は単回点

滴静注する。 

2)精巣上体炎(副睾丸炎)、骨盤内炎症性疾患：

通常、１日１回 1g(力価)を静脈内注射又は点

滴静注する。 

【用法・用量】 

 

通常、成人には 1 日 1～2g(力価)を１回又は 2 回に

分けて静脈内注射又は点滴静注する。 

なお、難治性又は重症感染症には症状に応じて 1 日

量を 4g(力価)まで増量し、2 回に分けて投与する。

なお、淋菌感染症については、下記の通り投与する。

①咽頭・喉頭炎、尿道炎、子宮頸管炎、直腸炎： 

通常、成人には 1g(力価)を単回静脈内注射又は単

回点滴静注する。 

②精巣上体炎(副睾丸炎)、骨盤内炎症性疾患： 

通常、成人には１日１回 1g(力価)を静脈内注射又

は点滴静注する。 

 



改 訂 後 改 訂 前 

○小児 

1.通常、１日 20～60mg(力価)/kg を 1 回又は 2 

回に分けて静脈内注射又は点滴静注する。 

2.難治性又は重症感染症には症状に応じて１日

量を 120mg(力価)/kg まで増量し、２回に分け

て静脈内注射又は点滴静注する。 

○未熟児、新生児 

1.通常、生後 0～3 日齢には 1 回 20mg(力価)/kg 

を 1 日 1 回、また、生後４日齢以降には１回

20mg(力価)/kg を 1 日 2 回静脈内注射又は点

滴静注する。 

2.難治性又は重症感染症には症状に応じて 1 回

量を 40mg(力価)/kg まで増量し、1 日 2 回静

脈内注射又は点滴静注する。ただし、生後 2 週

間以内の未熟児・新生児には 1 日 50mg(力

価)/kg までとする。 

バッグ品の投与に際しては、用時、添付の溶解液に

て溶解し、静脈内に点滴注射する。注 2) 

注 2)点滴静注は 30 分以上かけて静脈内に注射する

こと。 

 

通常、小児には１日 20～60mg(力価)/kg を 2 回に

分けて静脈内注射又は点滴静注する。 

なお、難治性又は重症感染症には症状に応じて１日

量を 120mg(力価)/kg まで増量し、2 回に分けて投

与する。 

 

通常、未熟児・新生児の生後 0～3 日齢には 1 回

20mg(力価)/kg を 1 日 1 回、また、生後４日齢以

降には1 回20mg(力価)/kg を 1 日 2 回静脈内注射

又は点滴静注する。 

なお、難治性又は重症感染症には症状に応じて 1 回

量を 40mg(力価)/kg まで増量し、1 日 2 回投与す

る。ただし、生後 2 週間以内の未熟児・新生児には

1 日 50mg(力価)/kg までとする。 

バッグ品の投与に際しては、用時、添付の溶解液に

て溶解し、静脈内に点滴注射する。注2) 

注 2)点滴静注は 30 分以上かけて静脈内に注射する

こと。 

＜改訂理由＞ 

注射用セフトリアキソンナトリウムにおいては、小児細菌感染症における起炎菌の耐性菌分離頻度の変

化や各種学会の感染症治療ガイドラインなどを基に、医療現場において、CTRX QD（セフトリアキソン

ナトリウムの 1日 1回投与）が適応外で使用されていること、また、日本化学療法学会から、小児 1 日

1 回投与に関する要望書が提出されたことを踏まえ、ロセフィン（中外製薬）が「適応外使用に係る医

療用医薬品の取扱いについて」に基づき、新たな臨床試験を実施することなく一部変更承認を申請し承

認されました(2007 年 11 月)。本剤においてもその承認に追従し、今回、「小児 1日 1回」の用法・用量

の承認を取得したのに伴い改訂致しました。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小児への投与時のお願い 

今般、承認された小児へのセフトリアキソンナトリウムの1 日1 回投与(CTRX QD)は、外来抗菌薬静注療法

(Outpatient parenteral antimicrobial therapy:OPAT)の可能性を高めるメリットが期待されますが、菌種により

CTRX QD では効果が期待出来ない場合が想定されます。 

特に一部の菌、表皮ブドウ球菌(Staphylococcus epidermidis)、エンテロバクター属(Enterobacter spp.)、ペプトス

トレプトコッカス属(Peptostreptococcus spp.)、バクテロイデス・フラジリス(Bacteroides ｆragilis)においては、セフト

リアキソンナトリウムに対する感受性が低いとの報告があることから、これらが起炎菌と想定される各種疾患に対

し、小児への1 日1 回投与による治療は推奨できないため、本剤の用法・用量の変更或いは薬剤の変更に十

分ご配慮いただきますようお願い致します。 

ｾﾌﾄﾘｱｷｿﾝ Na ﾊﾞｯｸﾞ 09-044A


